
第157号【1】令和元年10月15日 小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

こくら北
発　行　小倉北区社会福祉協議会

社協だより社協だより
小倉北区大手町１番１号　区役所３Ｆ
TEL（093）571-5452　FAX（093）571-9553

第157号

　

つ
な
げ
よ
う　

み
ん
な
の
笑
顔　

こ
の
羽
根
で

  

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
は
民
間
の

社
会
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
し

く
み
と
し
て
社
会
福
祉
法
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
今
年
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み

　
こ
の
活
動
で
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、

福
岡
県
共
同
募
金
会
か
ら
、
社
会
福
祉

協
議
会
を
は
じ
め
、
様
々
な
民
間
福
祉

団
体
等
に
配
分
さ
れ
、
身
近
な
地
域
の

福
祉
向
上
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
倉
北
区
で
は
、
昨
年
度
、
自
治
会

を
通
じ
た
戸
別
募
金
や
イ
ベ
ン
ト
募

金
、
学
校
や
職
域
で
の
募
金
な
ど
に

よ
り
、
７
，３
２
７
，９
８
６
円
が
集
ま

り
、
そ
の
約
７
割
が
小
倉
北
区
の
福
祉

事
業
に
配
分
さ
れ
、
住
民
に
よ
る
見
守

り
・
助
け
合
い
を
進
め
る
「
ふ
れ
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
活
動
や
次
世
代
の
地

域
福
祉
を
担
う
子
ど
も
達
の
育
成
事

業
、
高
齢
者
の
健
康
と
ふ
れ
あ
い
の
居

場
所
づ
く
り
で
あ
る
「
サ
ロ
ン
活
動
」

を
は
じ
め
、
地
域
福
祉
団
体
の
様
々
な

活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
障
害
の
あ
る
人
の
た

め
の
共
同
作
業
所
の
運
営
や
高
齢
者
・

児
童
施
設
事
業
等
に
活
用
さ
れ
る
ほ

か
、
一
部
は
、
大
規
模
災
害
時
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
準

備
金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
、
被
災
地

の
復
興
支
援
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
と
企
業
（
店
舗
）

が
協
力
し
、「
寄
付
つ
き
商
品
」
を
企
画

す
る
こ
と
で
、
企
業
利
益
と
社
会
貢
献
を

つ
な
げ
る
取
り
組
み
も
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
。
小
倉
北
区
で
は
「
赤
い
羽
根
龍
之
介

カ
レ
ー
」
の
瑠
璃
ズ
キ
ッ
チ
ン
小
倉
砂
津

店
と
「
地
域
の
安
全
を
守
る
見
守
り
カ
メ

ラ
」
の
セ
イ
フ
テ
ィ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱

の
２
社
が
募
金
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、「
共

同
募
金
」
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
参
加
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　

共
同
募
金
運
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
共
同
募
金
会
小
倉
北
区
支
会

　
（
小
倉
北
区
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

課
内
）　

℡
５
８
２
―
３
４
１
５

共
同
募
金
会
の
災
害
時
の

取
組
に
つ
い
て

　
共
同
募
金
会
で
は
、
創
設
当
初
か

ら
、
災
害
時
に
、
被
災
者
へ
の
見
舞

金
と
し
て
の
義
援
金
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
時
に
課
題
と
な
っ

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
資
金
を

支
援
す
る
た
め
、
災
害
等
準
備
金
が

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
被

災
地
等
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。

被
災
者
に
寄
り
添
う「
災
害
義
援
金
」

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
災
し

た
地
域
に
あ
る
都
道
府
県
共
同
募
金

会
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
お
見

舞
金
と
し
て
、
災
害
義
援
金
を
募
集

し
ま
す
。

　
被
災
し
た
地
域
以
外
の
都
道
府
県

共
同
募
金
会
も
募
集
に
協
力
し
て
お

り
、
集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
被
災
し

た
地
域
の
共
同
募
金
会
に
全
額
送
ら

れ
ま
す
。

平
時
か
ら
の
備
え
「
災
害
等
準
備
金
」

　
各
都
道
府
県
共
同
募
金
会
で
は
、

災
害
発
生
後
、
す
ぐ
に
支
援
を
行
え

る
よ
う
に
、
一
般
募
金
と
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
を
併
せ
た
募
金
実
績
額

の
３
％
を
、
災
害
等
準
備
金
と
し
て

積
み
立
て
て
い
ま
す
。
被
災
県
の
災

害
等
準
備
金
が
不
足
し
た
場
合
は
、

他
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
が
保
有

す
る
準
備
金
を
拠
出
す
る
こ
と
が
で

き
、
共
同
募
金
へ
の
寄
付
は
、
災
害

時
に
お
け
る
広
域
的
な
助
け
合
い
の

取
り
組
み
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

支
え
る
人
を
支
え
る
「
支
援
金
」

　
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
の
平
成

23
年
３
月
15
日
か
ら
、
被
災
地
等
で

復
旧
、
復
興
活
動
に
従
事
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
赤
い
羽
根

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
サ
ポ
ー
ト
募
金
（
ボ
ラ
サ
ポ
）」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
央
共
同
募
金
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://w
w
w
.akaihane.or.jp/

）

多世代交流
ふくし餅つき大会

次世代地域福祉活動者
育成事業（ウェルクラブ）

災害ボランティアセンター
の設置・運営

福祉活動者の養成研修会

共同募金運動を
推進するために

身近な地域
福祉活動の
ために

身近な地域
福祉活動の
ために

身近な地域
福祉活動の
ために

広域的な社
会福祉活動
のために

災害時の活動
を支援するために
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22.8%

65.4%65.4%
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　平成31年4月と令和元年6月に開催した、小倉北区主任児童委
員部会での研修についてご紹介します。
◎研修①（４月）：「子どもへの虐待」について   　　　　　　　
　近年、全国的に問題となっている、親から子どもへの虐待につ
いて、北九州市の現状を学びました。
　児童虐待は、身体的虐待、性的虐待、ネグレクト（育児放棄）、
心理的虐待の４つに分けられます。中でも、心理的虐待として
「面前 DV（子どもの前で配偶者に暴力や暴言を行う）」が増加傾
向にあります。本市では、児童相談所の対応件数が年々増加して
おり、年齢別では、０歳～就学前の子どもの虐待が最も多く、虐
待者別では、子どもと接する時間が長い実母が最も多くなってい
ます。
　北九州市の児童虐待防止に向けた取組の一つに「のびのび赤ち
ゃん訪問事業」があります。保健師や助産師等の専門職または主
任児童委員が、生後４ヶ月までの乳児がいる家庭を訪問し、子育
て情報の提供を行いながら、不安や悩みを聞き、支援が必要な場
合は、適切な指導・支援・サービスの提供へとつなげるものです。
　子どもの心身の正常な発達を妨げないためには、虐待の早期発
見・早期対応が重要です。親の意図とは関係なく、「子どもの側に
立って有害な行為であれば虐待」と判断されます。身近で虐待か
なと思われた際は、迷わず専門機関へご連絡ください！
　　★子ども・家庭相談コーナー（小倉北区）　℡ 093-563-0115
　　★子ども総合センター（児童相談所）　　　℡ 093-881-4556
　　★24時間子ども相談ホットライン　　　　℡ 093-881-4152

◎研修②（６月）：門司区・小倉北区主任児童委員部会　交流会　
　門司区と小倉北区の主任児童委員が集まり、日頃の活動などにつ
いて情報交換を行いました。
　まず、双方の小・中学校との連携状況について発表した後、数
名ずつのグループに分かれて、それぞれの活動状況について話し
合いました。日頃、他区の委員同士が接することはほとんどな
く、活動中の苦労話やお互いに参考になる話など、限られた時間
では話し尽くせないほどの大盛況でした。
　それぞれの担当地区で、子どもや子育てに関する支援を行う主
任児童委員ですが、日頃の地道な活動がなかなか地域の皆さんに
知られていないという課題もあります。そこで、担当地区の小・
中学校との定期的な会議で情報交換をしたり、入学式や卒業式、
運動会等の学校行事にも参加するなど頻繁に学校と関わること
で、問題等の解決に向けた関係者や団体との連携がスムーズに行
えるよう取り組んでいます。
　子どもや子育てに関する不安、悩みごとなどの身近な相談相手で
ある主任児童委員には、相談者の秘密を守る義務があります。
　安心してご相談ください !!

シリーズ

民児協通信
小倉北区民児協活動を紹介します

　
～
新
任
福
祉
協
力
員
研
修
編
～

　
夏
の
高
校
野
球
決
勝
戦
を
翌
日
に
控

え
た
残
暑
厳
し
い
８
月
21
日
、
新
任
福

祉
協
力
員
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
任
と
い
う
に
は
、
貫
録
の
あ
る
ベ

テ
ラ
ン
協
力
員
も
チ
ラ
ホ
ラ
見
ら
れ
る

こ
の
日
の
研
修
会
に
は
、
将
来
の
福
祉

を
担
う
実
習
生
た
ち
も
参
加
し
、
会
場

設
営
や
受
付
、
案
内
な
ど
に
も
大
活

躍
。
甲
子
園
球
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
研
修
会
場
も
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

　
事
務
所
長
か
ら
の
社
会
福
祉
協
議
会

設
立
の
経
緯
や
業
務
に
つ
い
て
の
説
明

の
後
、
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

３
人
に
よ
る
「
福
祉
協
力
員
と
見
守
り

活
動
」
の
話
が
ス
タ
ー
ト
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
ク
イ
ズ
や
、
サ

ロ
ン
活
動
で
も
使
え
る
「
愛
燦
燦
」
の

曲
に
合
わ
せ
た
健
康
体
操
な
ど
を
交

え
、
分
か
り
や
す
く
、
飽
き
さ
せ
な
い

工
夫
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
持
病
が

あ
り
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
独
居
高
齢

者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
」
と
い
う
事
例

を
も
と
に
討
議
。
ベ
テ
ラ
ン
の
協
力
員

か
ら
は
、「
ま
ず
は
、
信
頼
関
係
の
構

築
が
大
事
。」、「
緊
急
時
の
連
絡
先
が

本
人
か
ら
聞
け
た
ら
良
い
。」
な
ど
、

『
つ
な
ぎ
』
を
意
識
！
」
と
い
う
話
が

印
象
的
で
し
た
。

　
福
祉
協
力
員
が
活
動
す
る
上
で
大
切

な
こ
と
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
今
回
の

よ
う
に
多
く
の
人
と
話

し
合
う
こ
と
で
す
。
一

人
よ
り
二
人
、
二
人
よ

り
三
人
。『
三
人
寄
れ

ば
文
殊
の
知
恵
』
で

す
。

　
先
人
の
言
葉
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
、
福
祉

協
力
員
の
方
た
ち
の
さ

ら
な
る
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

自
身
の
経
験
を
交
え
た
意
見
が
述
べ
ら

れ
、
議
論
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。
新
任

協
力
員
、
学
生
た
ち
も
、
現
場
の
生
の

意
見
に
興
味
津
々
で
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
発
表
で

は
、
学
生
が
積
極
的

に
発
言
す
る
こ
と
に

ビ
ッ
ク
リ
！
最
近
の

若
者
た
ち
の
強
心
臓

ぶ
り
に
は
驚
か
さ
れ

ま
す
。
日
常
の
見
守

り
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、「
ま
ず
は
関
係
づ

く
り
か
ら
」「
無
理
を

し
な
い
！
」「
い
つ
も
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～
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
編
～

　
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
子
ど
も
達

に
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
は

じ
め
と
し
た
福
祉
活
動
を
体
験
し
て
も

ら
い
、
次
世
代
の
地
域
福
祉
活
動
者
を

育
て
な
が
ら
、
そ
の
保
護
者
等
も
巻
き

込
ん
で
福
祉
の
風
土
づ
く
り
を
進
め
て

い
こ
う
と
い
う
校
（
地
）
区
社
協
の
取

り
組
み
で
す
。

　
富
野
校
区
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
は
、
夏

休
み
を
ひ
か
え
た
７
月
12
日
、
富
野
小

学
校
の
校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
、『
ふ
く
し
っ
て

な
に
？
』『
高
齢
者
お
手
伝
い
の
ポ
イ

ン
ト
』
な
ど
の
福
祉
の
勉
強
を
終
え
た

後
、
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
児
童
に
任
命
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
、
ち
ょ
っ
と
照
れ
く

さ
そ
う
に
し
な
が
ら
も
、
頑
張
っ
て
活

動
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
８
月
の
ふ
れ
あ
い
昼
食
会
が
ウ
ェ
ル

ク
ラ
ブ
児
童
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
。
高

齢
者
と
話
す
と
き
は
「
目
線
を
合
わ
せ

る
こ
と
」、「
少
し
低
め
の
声
で
は
っ
き

り
と
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
、
勉
強

の
成
果
を
し
っ
か
り
と
発
揮
し
な
が
ら

配
膳
を
手
伝
い
ま
す
。
昼
食
の
メ
ニ
ュ

ー
は
夏
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
カ
レ
ー
。
み

ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
食
べ
る
食
事
は
い

つ
も
と
は
一
味
違
い
ま
す
。
子
ど
も
達

も
ニ
コ
ニ
コ
の
笑
顔
で
、
高
齢
者
と
の

会
話
も
弾
み
ま
す
。
野
菜
が
苦
手
な
子

も
こ
の
日
は
頑
張
り
ま
し
た
。
食
後
の

輪
投
げ
ゲ
ー
ム
で
は
、
次
々
と
得
点
を

挙
げ
る
高
齢
者
に
子
ど
も
た
ち
も
大
歓

声
。
さ
す
が
に
年
の
功
、
子
ど
も
た
ち

の
完
敗
で
す
。

　
高
齢
者
と
の
交
流
を
深
め
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
た
く
ま
し
く
な
っ
て
帰
宅
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
お
家
の
方
に
、
高
齢
者

た
ち
の
達
者
な
輪
投
げ
術
の
こ
と
や
カ

レ
ー
が
美
味
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
た

く
さ
ん
お
話
し
た
よ
う
で
す
。

　
泉
台
校
区
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
は
、
夏
休

み
に
２
回
の
活
動
を
実
施
し
、
泉
台
小

学
校
３
～
６
年
生
４
名
の
子
ど
も
た
ち

が
頑
張
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
泉
台
小
学
校
図
書
室

で
、
福
祉
（
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
を
し
あ

わ
せ
に
）
に
つ
い
て
勉
強
。
で
き
る
範

囲
の
ち
ょ
こ
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
ち

も
い
ま
す
。
ま
ず
は
勉
強
会
で
高
齢
者

疑
似
体
験
や
車
い
す
を
体
験
し
、
東
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
の
ボ
ッ
チ

ャ
に
も
挑
戦
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
早

速
、
お
た
す
け
マ
ン
に
任
命
さ
れ
、
今

年
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
入
る
と
、
民
生
委
員
さ
ん

や
福
祉
協
力
員
さ
ん
と
一
緒
に
高
齢
者

宅
や
施
設
を
訪
問
し
、
み
ん
な
で
作
っ

た
カ
ー
ド
と
共
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け

ま
し
た
。「
待
っ
て
た
よ
。
あ
り
が
と

う
。」「
中
井
小
学
校
に
行
っ
て
る
の
？

が
ん
ば
っ
て
ね
。」
と
反
対
に
励
ま
さ

れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
夏
休
み
最
後
に
は
お
楽
し
み
の
バ
ス

ハ
イ
ク
。
銘
菓
ひ
よ
子
の
飯
塚
工
場
見

学
で
は
焼
き
た
て
を
試
食
！
熱
々
の
ひ

よ
こ
を
少
し
ず
つ
大
事
そ
う
に
食
べ
て

い
く
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
食
後
は
夜

須
高
原
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

　
北
小
倉

の
お
た
す

け
マ
ン
活

動
は
、
高

齢
者
施
設

の
運
動
会

へ
の
参
加

や
境
川
清

掃
、
３
月

の
桜
交
流

会
で
の
活

動
発
表
な

ど
年
間
を

通
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
！
お
た
す
け
マ

ン
！

ょ
こ
ボ
ラ
』
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
は
、

高
齢
者
疑
似
体
験
と
車
い
す
の
体
験

も
。「
お
年
寄
り
っ
て
こ
ん
な
に
大
変
な

ん
だ
。」、「
車
椅
子
の
乗
り
心
地
は
良
く

な
い
ね
。」
な
ど
、
支
え
る
側
と
支
え
ら

れ
る
側
の
両
方
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
高
齢
者
複
合
施
設
ね
む

の
郷
を
訪
問
。
高
齢
者
の
方
と
体
操
や

ボ
ー
ル
投
げ
を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
一
緒
に
行
っ
た
し
り
と
り
で
は
、

「
か
き
」
→
「
き
り
ん
」。「
せ
み
」
→

「
み
か
ん
」
と
連
続
の
終
了
に
み
ん
な

大
爆
笑
！
人
生
の
大
先
輩
方
か
ら
た
く

さ
ん
の
元
気
を
い
た
だ
い
た
、
貴
重
な

時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
夏
休
み
で
、
子
ど
も
た
ち
は
一

回
り
も
二
回
り
も
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。
今
後
の
泉
台
校
区
ウ

ェ
ル
ク
ラ
ブ
の
活
躍
に
期
待
で
す
。

　
中
井
校
区
北
小
倉
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
で

は
、
活
動
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
を

『
お
た
す
け
マ
ン
』と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
６
月
22
日
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
お
た

す
け
マ
ン
16
名
（
１
～
６
年
生
）
と

OB
・
OG
の
中
高
生
４
名
が
北
小
倉
市
民

セ
ン
タ
ー
に
集
合
。
小
学
校
を
卒
業
し

て
も
参
加
を
続
け
る
中
高
生
が
い
る
の

は
北
小
倉
の
お
た
す
け
マ
ン
の
大
き
な

特
色
で
、
福
祉
の
仕
事
に
就
い
た
先
輩

  
地
域
支
援

　   
コ
ー
デ
ィ

　
　  
ネ
ー
タ
ー

松本Co.

工藤Co.毛利Co.

奮
闘
記

まずはあいさつと自己紹介から
ちょっぴり緊張気味？　　　　

子どもたちの訪問に大喜び！
笑顔があふれます　　　　　　

チームワークばつぐんの北小倉おたすけマン
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◆
社
協
会
員
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

  

令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
受
付
分
　

〈
順
不
同
、
敬
称
略
〉　

【
個
人
会
員
】

《
小
倉
中
央
校
区
米
町
町
内
会
》

　
米
町
第
一
　
　
　
米
町
第
二

　
米
町
第
三
　
　
　
新
米
町

　
京
町
第
一
　
　
　
京
町
第
二

　
京
町
第
三
　
　
　
京
町
第
四

　
京
町
第
五
　
　
　
新
京
町

　
旧
旭
町
　
　
　
　
小
倉
駅
前

　
中
央
銀
座
　
　
　
船
頭
町

　
博
労
町
　
　
　
　
浅
野
第
一

　
浅
野
第
二
　
　
　
東
海
岸

　
東
浅
野
　
　
　
　
浅
野
町

　
末
広
第
一
　
　
　
末
広
第
二

　
長
浜
中
ノ
丁
　
　
長
浜
東
ノ
丁

　
長
浜
先
ノ
丁
　
　
長
浜
宮
ノ
丁

　
鳥
町
食
堂
街
　
　
砂
津
東
本
町

　
南
山
越
町
一
丁
目

　
南
山
越
町
二
丁
目

　
魚
町
通
商
店
街

　
魚
一
銀
天
街
商
店
会

《
南
丘
校
区
》

　
梶
　
　
　
務
　
　
木
村
　
俊
行

　
榮
　
　
幸
子
　
　
梶
原
　
芳
博

　
仁
科
　
芳
江
　
　
白
潟
　
国
道

　
馬
場
　
　
博

《
清
水
校
区
》

　
福
田
　
義
憲
　
　
原
田
　
元
夫

《
小
倉
北
区
役
所
》

　
北
里
　
勝
利
　
　
柴
田
　
恒
雄

　
永
田
　
教
子
　
　
園
　
　
秀
一

　
西
尾
　
典
弘
　
　
林
　
　
克
巳

　
倉
富
　
正
明
　
　
城
元
　
克
暢

　
西
岡
　
紀
夫
　
　
合
六
　
　
薫

《
小
倉
北
区
社
協
》

　
小
池
　
　
昭
　
　
島
田
　
直
樹

　
加
藤
　
愛
里
　
　
工
藤
　
恵
子

　
毛
利
　
仁
美
　
　
中
田
ゆ
か
り

　
松
本
　
　
来
　
　
古
島
奈
央
子

　
岩
岡
　
由
衣

【
団
体
会
員
】

　
中
井
校
区
北
小
倉
社
会
福
祉
協
議
会

　
藍
島
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
中
央
校
区
米
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
西
小
倉
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
北
九
州
シ
テ
ィ
ホ
ー
ム

　
北
九
州
興
産
株
式
会
社

　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
階
寿
園

　
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
桜
倶
楽
部

　
医
療
法
人
清
陵
会
南
ヶ
丘
病
院

　
南
丘
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
小
倉
セ
メ
ン
ト
製
品
工
業
株
式
会
社

　
清
水
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
医
療
法
人
共
和
会

　
株
式
会
社
ヒ
ラ
イ

　
医
療
法
人
心
愛

　
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
小
倉

　
株
式
会
社
さ
わ
や
か
倶
楽
部

　
九
州
電
力
株
式
会
社
小
倉
営
業
所

　
株
式
会
社
ア
ペ
ッ
ク
ス
西
日
本

　
小
倉
北
区
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
連
合
会

◆
福
祉
へ
の
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

  
令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら

令
和
元
年
９
月
30
日
ま
で
受
付
分
　

〈
順
不
同
、
敬
称
略
〉　

 

香
典
返
し 

　
熊
丸
や
よ
い 
故
夫
秀
年
　  （
真
鶴
二
丁
目
）

　
匿
名
　
　
　
　
　
　
１
件

 

篤
志
寄
付 

　
Ａ
級
小
倉
　
　
　
　（
京
町
二
丁
目
）

　
小
倉
北
区
切
手
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
小
倉
北
区
プ
ル
タ
ブ
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ナ
ー
プ
ア
リ
リ
ア

　
　
代
表
　
野
上
　
淳
乎
　（
紺
屋
町
）

　
匿
名
　
　
　
　
　
　
３
件

●健康づくりの目標を立てて2 ヶ月以上実践し
た項目、健診受診日（H31.3.5～R2.3.2の
間に受けたもの）の記入をお忘れな＜

●ポイントシールは8枚貼ってください
●景品番号や住所等記入漏れがないように
●ポストに投函する際は所定の金額の切手を貼

ってください（区社協、市民センターなどに
応募箱を設置しておりますのでそちらもご活
用ください）

　　　　　　　　　　　　　応募前にもう一度
　　　　　　　　　　　　　確認ください！
　　　　　　　　　　　　　　（当日消印有効）

【お問い合わせ】北九州市社会福祉協議会
　　　　　　　　　生活福祉課　☎ 873-1296

健康マイレージ

10 月１日 より

応募受付開始しました

景品応募締切

令和２年　3月2日

　
去
る
８
月
26
日
、
北
九
州
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
高
齢
者
、
障
害
者
、
保

育
、
児
童
養
護
な
ど
の
福
祉
６
団
体
が

「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
の
推

進
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
の
改
正
社
会
福
祉
法
に
よ

り
、
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
り
組
み
の
推
進
・
拡
充
が

求
め
ら
れ
、
平
成
29
年
７
月
に
は
市
社

協
と
北
九
州
高
齢
者
福
祉
事
業
協
会
が

同
様
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
、
全
福
祉
分
野
の
参
画
に
よ
る
充

実
・
強
化
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　
締
結
式
に
は
、
北
九
州
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
北
九
州
高
齢
者
福
祉
事
業
協

会
、
北
九
州
市
障
害
者
施
設
協
議
会
、

北
九
州
市
障
害
児
施
設
連
盟
、
北
九
州

市
保
育
所
連
盟
、
北
九
州
市
立
母
子
生

活
支
援
施
設
、
北
九
州
市
児
童
養
護
施

設
協
議
会
の
代
表
者
が
参
加
し
、
お
互

い
の
強
み
を
掛
け
合
わ
せ
て
、
地
域
住

民
へ
の
総
合
的
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
地
域
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
生
活

・
福
祉
課
題
の
支
援
や
、
多
様
化
・
複

雑
化
す
る
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
向

け
、
市
内
１
５
５
校（
地
）区
社
協
と

各
種
福
祉
施
設
の
専
門
職
と
の
連
携
を

進
め
る
こ
と
で
、「
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
た
地
域
福
祉
活
動
の

一
層
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

社
会
福
祉
施
設
の
専
門
性
を
地
域
に
活
か
す
！

～
社
協
を
中
核
に
各
種
福
祉
団
体
が
連
携
協
定
～

ご協力
ありがとう
ございます

連携推進に向け協定を締結した市社協
垣迫裕俊会長（中央）ら各団体の代表者
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小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区ボランティア・
　　　　　　　市民活動センター
◉電話・FAX（093）562－2051
◉E-Mail：kokurakita@kitaq-shakyo.or.jp
◉月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土・日・祝日はお休みです）

ひまわりねっと
第 37 号

「いつまでも元気に！
～笑って楽しく　　　　　
　　　レクリエーション～」

日　　時：令和 2 年1月24日（金）
　　　　　13：30 ～ 15：30
場　　所：ムーブ　大セミナールーム
講　　師：ちーむ・レク☆さす
　　　　　代表　尾中 美穂  氏
対　　象：高齢者ふれあいサロンに
　　　　　関心のある方
募集人数：50人程度
参 加 費：無料
申込方法：下記申込先へ電話にて
　　　　　お申込みください。
問合せ先：小倉北区ボランティア・
　　　　　市民活動センター
　　　　　℡562-2051

小倉北区ボランティア
　　　　　養成講座

令和元年10月27日（日）10：00 〜 16：00
※パネル展示のみ、10月19日（土）10：00から開始

　会場：ウェルとばた（戸畑区汐井町1-6　JR 戸畑駅横）

　市内で活躍するボランティアや市民活動の祭典、「市民ふれ
あいフェスティバル」が今年もウェルとばたで開催されます！
　ボランティアグループの活動紹介やパネル展示、復興支援
バザーや被災地物産品販売のほか、ミニステージやバルーン
アート、車イス・高齢者疑似体験コーナーなどもあり、子ど
もから大人まで、知って・学んで・楽しめる催しが盛りだく
さんです。
　小倉北区からは、「NPO 法人　和む」の活動紹介と、ハー
モニカ演奏者の小池さんがミニステージに出演します。
　皆様のご来場をお待ちしています！

10/27（日）10：00 〜 12：20
会場：ウェルとばた　3階大ホール

　北九州市の社会福祉の振興と、市民や
行政、福祉関係団体等の協働促進を目的
として開催されます。
　大会のオープニングは、全国区での実
績がある北九州市立高等学校ダンス部に
よるストリートダンスが会場を彩りま
す。また、九州大学大学院教授の嶋田暁
文氏による記念公演「地域のつながりを
取り戻す！～あなたが動けば地域が変わ
る～」や、記念式典などがあります。

令和元年度福祉文化の交流　～共に生きよう　つながるこころ～

市民ふれあいフェスティバル

　市民ふれあいフェスティバルでは、ボランティア週間期間中に
食品を集める運動「フードドライブ」を実施します。
　フードドライブとは、家庭で余っている食べ物を持ち寄り、そ
れらをまとめて地域の福祉団体や施設、フードバンクなどに寄付
する活動です。
　皆様のご協力をお願いいたします。

〇お寄せいただきたい食品
　１ヶ月以上の賞味期限のある保存食品

（未開封の缶詰、調味料、麺など）
　※生鮮食品、アルコール、開封したものは
　受付けられません。

〇受付期間
　令和元年10月21日（月）～ 10月25日（金）
　8：30 ～ 17：15

〇受付方法
　小倉北区社会福祉協議会（小倉北区役所　東棟3階）まで
　ご持参ください。

フードドライブにご協力下さい
～ 食品でつながるココロ～ 

北九州市社会福祉大会

ボランティアセンターでは、
古切手・プルタブ等を集めて換金し、
地域福祉のために役立てています。

収集ボランティア 〜 ご協力ありがとうございます 〜

◆ 中井校区北小倉まちづくり協議会
◆ 北九州シティホーム
◆ 南小倉市民センター
◆ 山口梨恵
◆ 片山広美

◆ 足立小学校
◆ 増見ユリコ
◆ 今町小学校
　　（順不同・敬称略）
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共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

　今回は、今年の4月に送迎ボランティアとして登録された市川
聖二さんをご紹介します。

始めたきっかけはなんですか？
　今年の3月末で、41年間勤めた病院を退職しました。その際に、
2年先輩の総看護師長から、認知症予防にと送迎ボランティアや図
書館のボランティアを勧められました。

送迎ボランティアの楽しみは？
　移動中やセンターでの待機時間に、運転ボランティアの方や他の
同乗ボランティアの方の興味深い話を伺うことが楽しみです。送迎
ボランティアを通じて、たくさんの方と知り合いになることが出来
ました。

ボランティアを始めようと考えている人へ一言
　利用者の方がケガをしないように、緊張感を持って見守ることは
結構大変ですが、利用者の方をご自宅まで送り届けて、ボランティ
アセンターに引き揚げる時の「今
日も無事にやれたな！」という達
成感や満足感は格別ですよ！

　市川さん、いつも快く引き受け
てくださってありがとうございま
す。今後ともよろしくお願いいた
します。
　また、当センターでは運転・同
乗ボランティアさんを大募集して
います！興味のある方、一度体験
乗車をしてみませんか？お電話お
待ちしています (̂ _̂ )

☆ボランティア紹介コーナー☆

　令和元年度北九州市社会福祉
協議会会長表彰において、小倉
北区ボランティア・市民活動セ
ンターのシルバーひまわりサ
ービスの送迎ボランティアとし
て、５年以上継続して活動され
た方の表彰が決定しました。

　西山 順子さん
　神尾 尚道さん
　山本 定男さん
　山本 邦子さん
　深海 和子さん
　山口 祐二さん

　いつも快く活動し
ていただき、ありが
とうございます。
　これからもどうぞ
よろしくお願いいた
します。

おめでとう　
　ございます

女性の送迎ボランティアの方も
たくさんいらっしゃいます！

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより


